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9

月
2
8
日
（
土
）
、
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ

く
ら
」
に
て
、
第
4
1
回
御

殿
場
市
ふ
れ
あ
い
広
場

（
ふ
く
し
ま
つ
り
）
を
開
催

し
ま
し
た
。

参
加
5
0
団
体
に
よ
る

フ
ー
ド
ブ
ー
ス
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
、
旅
行
券
や

ゲ
—
ム
機
が
当
た
る
抽
選

会
の
ほ
か
、
御
殿
場
西
高

等
学
校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

な
ど
多
く
の
ス
テ
ー
ジ
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て
、

皆
様
の
想
い
を
の
せ
た
風

船
リ
リ
ー
ス
を
行
い
ま
し

た
。御

来
場
い
た
だ
い
た
住

民
の
皆
様
、
御
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

視覚に障害がある方のための、音声による社協だよりもあります。
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. 
~
結
婚
相
談
で
は
「
真
剣
に

火
火
；
結
婚
を
考
え
て
い
る
」
「
結

―
―
―
-
0
~婚
し
た
い
け
れ
ど
、
出
逢
い

相
芦
賃
国
＂
籍
。

婚
五
鱈
且

結
冑
量
0日

. . . 会
る
繭
目
一
男
性
毎
月
第

1

金
曜
日
第
3

日
曜
日

女
性
毎
月
第

2

土
曜
日
・
第
4

金
曜
日

議
iE冒
日
午
後1時
か
ら4時
ま
で

協
ら
冒
幽
市
民
交
流
セ
ン
タ
—
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」
内

祉
~
（
御
殿
場
市
萩
原
9
8
8

番
地
の
1
)

昌
~
ふ
れ
あ
い
福
祉
相
談
セ
ン
タ
—

二
国
国
“
無
料

会
ら
閾
閾
専
任
の
結
婚
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

社
~
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

二
園
国
園
市
社
協

J
"
結
婚
相
談

6
7
0
,
6
8
0
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に対する思し

るか相談

9. ^ 
ーマ
相談員に交際を始める旨を申し出
て、お互いの責任で交際を継続（経
過を報告）

その他 登録の手続きは本人
にしていただきます。

` 
慟

市
民
交
流
セ
ン
タ
—
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」
で
婚
活

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
2
0
人
は

ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
や
逆
再
生
伝
言
ゲ
ー
ム
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
緊
張
が
和
ら
い
だ
後
、
一
人
ひ
と
り
と
充

分
な
会
話
を
楽
し
み
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
和
や

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
5

組
の
カ
ッ
プ
ル
が

マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
し
た
。

こ
の
「
出
逢
い
」
を
温
か

く
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

c
 

I-

婚
活
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
』

S

運
命
の
人
と

出
逢
う
チ
ャ
ン
ス
S

平和を祈る『浦安舞』※写真は令和 5年度のもの
今年は雨天のため、社殿で奉納されました。

3
ｮ
 

立
）

御
殿
場
市
遺
族
会
（
代

表
岩
田
俊
光
会
長
）
は
、

市
社
協
に
事
務
局
を
置

き
、
戦
没
者
の
英
霊
顕
彰
、

遺
族
相
互
の
扶
助
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

現
在
、
会
員
6
2
9

世
帯

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

静
岡
県
護
国
神
社
で
行

わ
れ
た
戦
没
者
慰
霊
大
祭

に
は
会
員
2
5
人
で
参
列
し

て
き
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
の
中
で

し
た
が
、
各
界
代
表
者
、
県

内
か
ら
約
6
0
0

名
余
の

遺
族
が
集
ま
り
、
護
国
の

御
英
霊
に
追
悼
の
意
を
捧

げ
ま
し
た
。

秋
季
戦
没
者
追
悼
式

1 月は冬季フードドライブ強化月間です
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石田英夫さん(92歳）

市
社
協
が
事
務
局
を
務
め
る
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
御
殿
場
市
（
代
表
田
代
武
満
連

合
会
長
）
の
主
催
に
よ
る
「
第

4
9回
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
御
殿
場
市
ス
ポ
—
ツ
大
会
」
が
、

市
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
6

支
部

(
4
1単位
ク
ラ
ブ
）
か
ら

選
抜
さ
れ
た
選
手
4
3
4

人
が
8

チ
—
ム

に
分
か
れ
、
肌
寒
い
陽
気
を
吹
き
飛
ば
す

熱
気
で
5

種
目
の
競
技
を
楽
し
み
ま
し

た
。本

大
会
の
最
高
齢
者
は
、
9
2歳
の
石
田

英
夫
さ
ん
（
永
塚
和
楽
会
所
属
）
と
山
崎

孝
さ
ん
（
大
沢
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
所
属
）
の

1117 
ｮ 

お
二
人
。

石
田
さ
ん
は
、
「
ジ
ャ
ン
ボ
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
」
の
一
番
手
で
出
場
し
、
見
事
ト
ッ
プ

で
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

製
菓
店
を
営
む
山
崎
さ
ん
は
、
「
輪
投

げ
リ
レ
ー
」
に
出
場
後
、
「
製
菓
店
だ
け
に
、

練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
ま
し
た
！
」
と

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ま
し

た
。総

合
優
勝
は
、
3

年
連
続
の
「
玉
穂
支

部
チ
ー
ム
」
。
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
進
み
、
会
員
同
士
の
親
睦

を
更
に
深
め
る
＿
日
と
な
り
ま
し
た
。

を
）果歳

成

9
2

の
（
習
ん

練
さ
て
孝

一
崎

レ
山
リ
た
げ
し
投
揮
輪
発

• 

”
元
気
は
つ
ら
っ
“

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
御
殿
場
市
ス
ポ
ー
ツ
大
会
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御
殿
場
ロ
ー
タ
リ
—
ク
ラ
ブ
（
代
表

澁
谷
＿
第
5
8代
会
長
）
に
よ
る
「
国
際

R
C
2
6
2
0

地
区
静
岡
第
2

グ
ル
—

プ
合
同
奉
仕
事
業
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

が
、Y
M
C
A

東
山
荘
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。こ

の
活
動
は
、
食
料
支
援
と
食
品
寄
璽
鬱
r

附
運
動
の
実
践
、
啓
発
を
目
的
と
し
て
、
歯
閉

御
殿
場
口
—
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
、
各

事
業
所
及
び
賛
同
す
る
住
民
の
参
加
、

協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
寄
附
金
6
2
,
6
1
0

円
、
米
・

缶
詰
等
食
料
1
3
0

点
、
計
2
4
2

k
g

が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
ら
金
品
は
、
市
社

協
と
小
山
町
社
協
を
通
じ
て
御
殿
場
市

及
び
小
山
町
内
の
子
ど
も
食
堂
へ
お
届

け
い
た
し
ま
し
た
。

御
殿
場
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、

1
9
6
7

年
（
昭
和4
2年
）6
月
1

日
、

御
殿
場
市
、
小
山
町
を
地
区
と
し
て

創
立
さ
れ
ま
し
た
。

地
区
内
の
理
想
に
燃
え
る
堅
実
な

実
業
人
、
専
門
職
業
人
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
1

業
種
1

人
の
会
員
で
活
動
。

週
＿
回
の
ク
ラ
ブ
例
会
出
席
に
よ
っ

て
各
種
職
業
人
の
交
友
を
通
じ
て
地

域
社
会
へ
の
よ
り
多
く
の
奉
仕
の
機

会
を
得
よ
う
と
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

►

ロ
ー
タ
リ
—
ク
ラ
ブ
澁
谷
会
長

（
中
央
右
）
、
市
社
協
＿
二
井
会
長
（
中

央
左
）
と
社
会
奉
仕
委
員
会
の
皆

様
' ｷｷn-ｷ.... o.....,.._,,_, _ 

り
御
殿
場
・
小
山
の

O
I

子
ど
も
食
堂
の
た
め
に

2
 

—— 

1 月は冬季フードドライブ強化月間です
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代
5怠
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

ー
全
社
協
会
長
表
彰
受
彰

12-
—— 

東
京
浅
草
公
会
堂
で
、

厚
生
労
働
省
等
の
主
催

に
よ
り
「
全
国
社
会
福

祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
で
は
、
全
国
社
会

福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

が
行
わ
れ
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
及
び
社
会
福

祉
法
人
・
福
祉
施
設
の

役
職
員
等
、
社
会
福
祉

の
発
展
に
功
績
が
顕
著

で
あ
っ
た
方
々
の
栄
誉

が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

当
市
か
ら
は
、
静
岡

県
社
会
福
祉
協
議
会
の

推
薦
を
受
け
た
市
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
の
佐
藤
守
さ
ん

と
、
社
会
福
祉
法
人
武

蔵
野
会
さ
く
ら
学
園
職

員
の
小
野
博
久
さ
ん
の

2

人
が
受
彰
し
ま
し
た
。

「
常
に
明
る
＜
、
笑
顔
と
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
よ
り
一
層
民
生
委

員
活
動
を
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
」

「
施
設
の
利
用
者
、
御
家
族
、
職
員

の
方
か
ら
様
々
な
事
を
学
ん
で
き

ま
し
た
。
皆
様
へ
の
感
謝
の
賞
だ

と
思
い
ま
す
」

社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
功
労

小
野
博
久
さ
ん

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労

佐
藤
守
さ
ん

' 

c
 

R
N
N
 

0
0
0
 

0
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式-
)
ャチ

槽
体

ッ

浴
本
殊
槽
レ

特
浴
卜

( 製
i
J
t
以

ノ
ト
架
ク

一
担
パ

マ
コ
ト
ン

ァ紐
ノ
ッ
コ

リ
ラ
動

マ
フ
電

式株... 田

こ
の
度
、
生
活
介
護
事
業
所
あ
け
ぼ
の
で
は
、
公
益

財
団
法
人
J
K
A

に
よ
る
、
2
0
2
4

年
度
競
輪
（
自

転
車
等
機
械
振
興
）
補
助
事
業
を
受
け
て
、
特
殊
浴
槽

を
更
新
し
ま
し
た
。

入
浴
は
、
障
害
に
よ
り
身
体
に
麻
痺
・
拘
縮
等
が
あ

る
方
に
と
っ
て
、
リ
ハ
ピ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か

ら
も
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
同
時
に
、
健
常
者
と
同

様
に
＿
日
の
楽
し
み
の
―
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

利
用
者
・
御
家
族
に
も
喜
ば
れ
、
職
員
の
身
体
的
負

担
の
軽
減
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
J
K
A

を
は
じ
め
、
御
協
力
い
た
だ

い
た
関
係
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
け
ほ
の
は
、
障
害
支
援
区
分
3

以
上
の
方
が
利

用
さ
れ
る
通
所
施
設
で
す
。
御
利
用
希
望
の
方
は
、

お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。
6
8
8
,
0
5
4
7

公益財団法人JKA
補助事業完了のお知らせ E

t
"
 

L

5
i
 

C3~ 入
s
Q
C
i

C
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生
活
介
護
事
業
所
あ
け
ぼ
の

特
殊
浴
槽
を
更
新
し
ま
し
た

問
合
せ

市
社
協
地
域
福
祉
課

6
7
0
,
6
8
0
1

＇
無
料

,
2
0
名
（
当
日
随
時
受
付
）

' ' 
聴
覚
障
害
者
の
社
会
参

加
と
自
立
を
支
援
し
、
失
っ

た
聴
力
を
補
う
方
法
や
不

自
由
な
日
常
生
活
の
改
善

を
考
え
る
機
会
と
す
る
た

め
に
「
き
こ
え
の
相
談
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

＇
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

1

階
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ピ
ュ
ー
ロ
—
•

点
訳
室

・
補
聴
器
を
使
用
し
て
い
る
が
、
聞
き

取
り
に
く
い
方

•
音
は
聞
こ
え
る
が
言
葉
が
聞
き
取

れ
な
い
方
等

御
家
族
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
さ
く
ら
ん
ぽ
会

員
が
対
応
（
必
要
に
応
じ
て
筆
談
）
し

ま
す
。

＇
令
和

7

年
2

月
8

日
（
土
）

午
前
1
0
時
か
ら
正
午
ま
で

「
き
こ
え
の
相
談
室
」

開
催
の
お
知
ら
せ

Cr-

1 月は冬季フードドライブ強化月間です




